
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
宮古語【危険】（宮古島，多良間島など周辺諸島） 

沖縄語【危険】（沖縄本島中部及び南部，周辺諸島） 

八重山語【重大な危険】（石垣島，西表島など八重山諸島） 

“Atlas of the World’s  Languages in Danger”（UNESCO2009）

で消滅の危機にあるとされた日本国内の言語・方言 及び        

東日本大震災の被災地の方言 

 

アイヌ語【極めて深刻】（北海道など） 

与那国語【重大な危

険】（与那国島） 

国頭語【危険】（沖縄本島北

部，沖永良部島，与論島） 

奄美語【危険】（奄美大島，喜界島，徳之島） 

八丈語【危険】（八丈島，青ヶ島） 

被災地【「危険」相当】（岩手など） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 25,26,27,28,29,30, 

令 1,2,3 年度 

   ○方言の活性化支援 

 

 

 

 

平 23 年度  

危機状況の予備調査 

平 24 年度  

危機状況の実態調査 

 

平 24.6 アイヌ政策推進会議 

（作業部会報告） 

危機的な状況にある言語・方言に関する文化庁の取組の流れ 

平 21.2 UNESCO 

“Atlas of the World’s Languages in Danger”公表 

平 23.3 東日本大震災 

平 23.7 東日本大震災からの 

復興の基本方針 

 

  

 

 

 

平 25・26 年度 

アイヌ語の 

アーカイブ化のための 

調査研究 

平 22 年度 

 危機状況の実態調査 

（アイヌ語・奄美・宮古・与那国） 

 

 

 

平 24 年度 

 保存・継承の取組状況調査 

（アイヌ語・奄美・宮古・与那国） 

 

 

平 25 年度 

 危機状況の実態調査 

（八丈・国頭・沖縄・八重山） 

 

 

平 26 年度 

 保存・継承の取組状況調査 

（八丈・国頭・沖縄・八重山） 

※ 報告会を八丈町の「日本の危機言語・ 

方言サミット」と重ねて実施。 

平 27,28,29,30,令 1,2,3 年度 

 ○アナログ資料のデジタル化 

○アーカイブ作成支援  ＊以下は平 30～ 

○人材育成  △アイヌ語体験プログラム 

平 27,28,29,30,令 1,2,3 年度 

○危機言語・方言サミット（27那覇，28与論，29札幌, 30宮古島，1奄美大島,3 気仙沼） 

○危機言語・方言の研究協議会 

○記録の不十分な地域の実地調査研究 

平 25.5 国連・社会権規約委員会最終見解 

平 26.8 国連・人種差別撤廃委員会最終見解 

平 27.5 文化芸術の振興に関する基本的な方針 ⇒ 平 30.3 文化芸術推進基本計画  令元.5 アイヌ施策推進法 



 

 

 

危機言語の研究者が提唱する、危機言語の保存・継承に有効な枠組みは、 

＜Status（地位）＞   ＜Corpus（核）＞   ＜Prestige（威信）＞ 

という３分野にわたる取組であるということを踏まえて取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機的な状況にある言語・方言に関する文化庁の取組の枠組み 

＜Status（地位＝公的な位置付け）＞ 

・アイヌ施策振興法 

・学習指導要領解説 

・文化芸術推進基本計画 

＜Corpus（核＝言語的基礎データや教材等）＞ 

・アイヌ語アーカイブ作成支援 

・危機言語・方言の調査研究 

・被災地方言支援 

＜Prestige（威信＝社会的なイメージ）＞ 

・危機言語・方言サミット 

・危機言語・方言に関する研究協議会 


